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ま
た
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄

付
金
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
、
市
外

の
方
々
に
牡
蠣
、
塩
、
み
か
ん

な
ど
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
よ
り
、

赤
穂
の
特
産
品
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
地
場
産
業
の

育
成
と
活
用
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
地
方
の
新
た
な
広
域

連
携
と
し
て
、
姫
路
市
を
中
心

と
し
た「
連
携
中
枢
都
市
圏
構

想
」へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

国
の
財
政
措
置
、
播
磨
圏
域
の

経
済
戦
略
に
お
け
る
本
市
へ
の

影
響
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引

き
続
き
姫
路
市
と
の
連
携
協
約

の
締
結
に
向
け
て
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生

か
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら

市
民
の
皆
様
の
生
命
と
財
産

を
守
る
対
策
の
強
化
に
努
め 

ま
す
。

　

小
・
中
学
校
及
び
幼
稚
園
に

つ
い
て
、
平
成
27
年
度
末
ま
で

に
耐
震
化
率
１
０
０
％
を
達
成

す
る
た
め
、
引
き
続
き
耐
震
対

策
補
強
工
事
を
実
施
す
る
ほ

か
、
耐
震
補
強
が
困
難
な
赤
穂

幼
稚
園
な
ど
３
幼
稚
園
舎
の
改

築
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
尾
崎
公
民
館
耐
震
補
強
工

事
、
市
民
会
館
の
耐
震
補
強
工

事
実
施
設
計
や
市
民
総
合
体
育

館
の
耐
震
診
断
な
ど
、
公
共
施

設
の
耐
震
化
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の「
イ
ン
フ
ラ
長

寿
命
化
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

以
上
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
な

事
業
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
次
に
、
新
年
度
の
市
政
推

進
に
あ
た
っ
て
の
財
政
計
画
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

今
日
の
我
が
国
の
経
済
は
、

回
復
基
調
が
続
い
て
お
り
、
先

行
き
に
つ
い
て
も
、
各
種
政
策

の
効
果
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
海
外
景
気
の
下
振
れ

な
ど
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
景

気
が
下
押
し
さ
れ
る
リ
ス
ク

が
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
国

に
お
い
て
は
、「
地
方
へ
の
好
循

環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経
済
対

策
」を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算

が
成
立
す
る
と
と
も
に
、
経
済

再
生
と
財
政
再
建
の
両
立
を
基

本
的
な
考
え
方
と
し
た
総
額
約

96
兆
３
千
億
円
の
平
成
27
年
度

一
般
会
計
予
算
が
編
成
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
下
、
本
市

の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
小
・

中
学
校
耐
震
対
策
補
強
事
業
や

幼
稚
園
舎
の
改
築
を
は
じ
め
、

赤
穂
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
整

備
や
都
市
再
生
整
備
事
業
な
ど

継
続
事
業
の
着
実
な
推
進
を
図

る
必
要
が
あ
る
中
、
地
方
交
付

税
や
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
少

に
よ
っ
て
、
一
般
財
源
の
伸
び

が
見
込
め
な
い
た
め
、
基
金
を

大
幅
に
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な

い
厳
し
い
財
政
環
境
に
置
か
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
有
地
の
売
却

等
を
は
じ
め
積
極
的
な
歳
入
の

確
保
を
図
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
行

財
政
改
革
を
継
承
し
、
事
務
事

業
全
般
に
わ
た
る
コ
ス
ト
意
識

の
徹
底
に
よ
り
、
行
政
経
費
の

節
減
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
を
掲
げ
る

地
方
財
政
対
策
の
動
向
に
十
分

に
留
意
し
、
新
た
な
施
策
の
展

開
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
優

先
順
位
の
検
討
、
選
択
と
集
中

を
行
う
中
で
、
限
ら
れ
た
財
源

の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分

を
行
い
、
後
年
度
を
見
据
え
た

財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
赤
穂
市
総
合
計
画
の

五
つ
の
柱
に
沿
い
ま
し
て
、
そ

の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
に
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り

　

は
じ
め
に
、
去
る
１
月
18
日

に
執
行
さ
れ
ま
し
た
市
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様

の
ご
信
託
を
い
た
だ
き
、
第
７

代
赤
穂
市
長
と
し
て
、
こ
の
赤

穂
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
託
さ
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
光
栄
で

あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
い
た
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
縄
文
・
弥
生
時
代

の
遺
跡
や
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
遺

産
な
ど
が
示
し
ま
す
よ
う
に
、

歴
史
・
文
化
の
薫
り
高
く
、
現

代
に
い
た
る
ま
で
着
実
に
発
展

を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
常
に
市
民
の
皆
様
を

は
じ
め
先
輩
諸
氏
の
弛
ま
ぬ
努

力
が
今
日
の
赤
穂
市
を
築
き
上

げ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
赤
穂
市

の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、

後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
と
と

も
に
、誰
も
が「
住
ん
で
み
た
い
」

と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

赤
穂
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に

と
り
ま
し
て
、
ふ
る
さ
と
赤
穂

を
愛
す
る
気
持
ち
は
誰
に
も
負

け
な
い
と
自
負
し
て
お
り
ま
す

が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
さ

ら
に
こ
の
ま
ち
を
愛
し
、
こ
の

ま
ち
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
全
身
全
霊
で
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
急
速
な
高

齢
化
と
人
口
減
少
が
同
時
進
行

す
る
、
未
だ
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
時
代
を
迎
え
て
お

り
、
従
来
の
制
度
や
仕
組
み
が

う
ま
く
機
能
し
な
く
な
る
中
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
住

み
よ
い
環
境
を
確
保
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
社
会
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
」の
創
生
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
い

か
に
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
地
域
を
維
持
・
活
性
化
さ

せ
て
い
く
か
、
議
員
の
皆
様
や
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
知
恵
を
絞

り
、
新
た
な
取
組
に
も
挑
戦
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
様
の
声
は
、
市
役

所
で
待
っ
て
い
て
も
届
き
ま
せ

ん
。
私
や
職
員
が
率
先
し
て
地

域
に
出
向
い
て
、
市
民
の
皆
様

と
の
対
話
を
通
じ
て
情
報
を
収

集
し
、
そ
れ
を
施
策
に
反
映
す

る
こ
と
が
市
民
本
位
の
行
政
運

営
の
基
本
だ
と
考
え
て
お
り 

ま
す
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
声

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
議
論
し

な
が
ら
、
私
が
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
40
年
余
の
行
政
経

験
を
活
か
す
と
と
も
に
、「
信
念

と
情
熱
」「
誠
実
と
信
頼
」「
創
造

と
改
革
」を
信
条
に
、
総
合
計

画
の
都
市
像
で
あ
る「
人
が
輝

き 

自
然
と
歴
史
・
文
化
が
薫

る 

や
さ
し
い
ま
ち
」を
目
指
し

て
、
時
代
の
変
化
に
即
応
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
行
政
を

次
の
３
点
を
基
本
に
推
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
人
口
が
５
万
人

を
割
り
込
み
、
多
く
の
地
方
自

治
体
の
例
に
漏
れ
ず
、
少
子
高

齢
化
の
進
行
に
伴
う
急
速
な
人

口
減
少
の
波
は
、
本
市
に
お
い

て
も
顕
著
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
は
、
若
者
が

定
住
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
若
者
世
帯
住
宅
取

得
支
援
事
業
」を
創
設
し
、
定

住
促
進
を
拡
充
し
ま
す
。ま
た
、

「
第
３
子
い
き
い
き
子
育
て
応

援
事
業
」、「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
費
助
成
事
業
」を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
に
お
け
る
保
育

料
は
公
立
・
私
立
に
関
わ
ら
ず
、

現
行
よ
り
約
10
％
軽
減
す
る
ほ

か
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
対

象
学
年
を
小
学
６
年
生
ま
で
拡

大
す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
の

更
な
る
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
と
ス
ポ
ー
ツ
交

流
が
奏
で
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
、

赤
穂
元
禄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

赤
穂
海
浜
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

と
の
一
体
的
な
機
能
向
上
に
よ

る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
図
る
た

め
、
新
た
に「（
仮
称
）み
な
と

ひ
ろ
ば
」を
整
備
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社

会
に
対
応
す
る
ま
ち
づ
く
り

に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

●各会計別予算額

会　計　区　分 平成27年度当初予算額 平成26年度当初予算額 前年度比（％）

一 般 会 計 256億5,000万円 229億3,000万円 11.9 

特
　
　
　
別

　
　
　
会

　
　
　
計

国民健康保険事業 64億6,700万円 56億6,600万円 14.1 

職員退職手当管理 6億9,840万円 6億540万円 15.4 

公共下水道事業 41億9,880万円 43億4,350万円 △ 3.3 

農業集落排水事業 3億920万円 3億180万円 2.5 

墓地公園整備事業 1,200万円 1,190万円 0.8 

介 護 保 険 39億6,390万円 36億9,920万円 7.2 

駐 車 場 事 業 1億2,750万円 1億2,340万円 3.3 

後期高齢者医療保険 6億6,460万円 6億4,340万円 3.3 

小 計 164億4,140万円 153億9,460万円 6.8 

企
業
会
計

病 院 事 業 112億6,461万円 125億3,175万円 △ 10.1 

介護老人保健施設事業 4億9,079万円 3億5,747万円 37.3 

水 道 事 業 22億1,221万円 22億4,414万円 △ 1.4 

小 計 139億6,761万円 151億3,336万円 △ 7.7 

合　　　　計 560億5,901万円 534億5,796万円 4.9 

560億5,901万円
平成27年度当初予算額 「

人
が
輝
き 

自
然
と
歴
史
・
文
化
が

薫
る 
や
さ
し
い
ま
ち
」を
目
指
し
て

　平成27年第１回
赤穂市議会定例会に
おいて、新年度予算
案をはじめとする諸
議案が成立しまし
た。３月４日に明石
市長が表明した施政
方針に沿って、主要
な施策の大要と予算
のあらましについて
お知らせします。
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民生費
57億8,304万円
（22.6％）

公債費
30億9,440万円
（12.1％）

土木費
46億7,659万円
（18.2％）

衛生費
20億6,174万円
（8.0％）

教育費
49億7,931万円
（19.4％）

総務費
18億9,808万円
（7.4％）

商工費
5億7,110万円（2.2％）

消防費
16億9,810万円（6.6％）

農林水産業費
5億8,839万円（2.3％）

議会費 2億1,867万円 （0.9％）
労働費 6,058万円 （0.2％）
予備費 2,000万円 （0.1％）

歳出総額
256億

5,000万円

人件費
（報酬・給料・手当等）
　39億7,941万円
（15.5％）

公債費
（借入金の償還金）
30億9,435円
（12.0％）

投資的経費
（道路･学校･公園などの
　建設事業に要する経費）
87億1,100万円
　　　　　（34.0％）物件費（事務に

必要な消費的経費）
27億1,485万円（10.6％）

扶助費
（社会保障制度に
基づき支出する経費）

31億5,345万円（12.3％）

繰出金
16億5,472万円

（6.4％）

投資・出資・貸付金
8億7,207万円（3.4％）

補助費等（各種団体・個人に
支出する補助金など）

12億4,936万円（4.9％）

維持補修費
1億7,950万円（0.7％）
積立金
2,129万円（0.1％）
予備費
2,000万円（0.1％）

歳出総額
256億

5,000万円

市税
83億3,200万円
（32.5％）

諸収入
11億854万円（4.3％）

繰入金
11億9,884万円（4.7％）

地方交付税
30億8,000万円
（12.0％）

市債
56億4,250万円
（22.0％）

県支出金
10億1,635万円（4.0％）

国庫支出金
33億5,876万円
（13.1％）

地方消費税交付金
7億6,000万円（3.0％）

地方譲与税 …………… 1億5,200万円 (0.6%)
配当割交付金 ……………… 4,000万円 (0.1%)
自動車取得税交付金………… 3,000万円 (0.1%)
地方特例交付金 …………… 2,800万円 (0.1%)
利子割交付金 ……………… 1,600万円 (0.1%)
ゴルフ場利用税交付金……… 1,500万円 (0.1%)
株式等譲渡所得割交付金…… 1,400万円 (0.0%)
交通安全対策特別交付金…… 1,000万円 (0.0%)

自 主
財 源
44.8％

依 存
財 源
55.2％

使用料及び手数料
3億3,422万円（1.3％）
分担金及び負担金

1億5,105万円（0.6％）
寄付金

400万円（0.0％）

財産収入
3億5,874万円（1.4％）

歳出面では、人口減少社会における地方創生の動きに的確に対応するため、子育て支援対策、
地域活性化対策に係る施策について、重点的に配分を行うとともに、耐震並びに防災対策
の推進等、安全・安心対策に係る施策について重点的な配分を行いました。

歳入面では、消費税引き上げに伴う地方消費税交付金の増収が見込まれるものの、固定資産税の評
価替え等に伴う市税収入の減に加え、地方交付税に臨時財政対策債を含めた実質的な地方交付税総
額の減額などにより、一般財源の伸びが見込めないなど、引き続き厳しい財政状況であり、財政調
整基金や市債管理基金などの基金から10億2,000万円を繰り入れることにより財源を確保しました。

歳入総額　256億5,000万円

自主財源
市税など市が自主的に
収入できる財源

依存財源
地方交付税や市債など
自主財源以外の財源

平成27年度  一般会計予算 256億5,000万円

目的別内訳
各行政目的別、つまり各部課ご
との仕事の内容によって分類さ
れ、これにより各部課ごとの経
費の比重を知ることができます。

性質別内訳
経済的性質を基準として分類さ
れ、これにより経費の構造や財
政体質を知ることができます。

一般会計 514,296円

民　生　費
115,953円

土　木　費
93,768円

衛　生　費
41,339円

公　債　費
99,838円

教　育　費
62,044円

総　務　費
38,057円

特別会計･企業会計（抜粋） 609,717円

国民健康保険
129,667円

介護保険
79,478円

後期高齢者医療
13,326円

公共下水道
84,188円

病院事業
225,861円

水道事業
44,356円

消　防　費
34,048円

農林水産業費
11,798円

商　工　費
11,451円

その他
6,000円

市民ひとりあたりの予算額

1,124,013円

（平成27年２月末現在の人口49,874人で計算したものです）

300億

250億

200億

150億

100億

50億

0
26年度23年度 24年度 25年度

一般会計 市税

208億
6,500
万円

83億
7,400
万円

229億
3,000
万円

84億
9,900
万円

27年度

256億
5,000
万円

83億
3,200
万円

214億
5,000
万円

84億
200
万円

206億
6,000
万円

84億
9,200
万円

入　湯　税 2,770万円（ 0.3％）
軽自動車税 １億60万円（ 1.2％）

市たばこ税 3億5,700万円（ 4.3％）

都市計画税 6億80万円（07.2％）

市　民　税 29億5,840万円（35.5％）

固定資産税 42億8,750万円（51.5％）

■入湯税
　鉱泉浴場における入湯にかかる税
■軽自動車税
　軽自動車等の所有者にかかる税
■都市計画税
　市街化区域内の土地・家屋にかかる税
■市民税
　個人及び法人にかかる税
■固定資産税
　土地・家屋・償却資産にかかる税

市税の内訳  総額83億3,200万円 年度別当初予算額と市税の推移

歳出 〉〉〉〉 歳入 〉〉〉〉

4予算特集号  2015 年 4 月5 2015年４月  予算特集号



　

健
康
づ
く
り
の
推
進
体
制
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
健
康
へ
の
意
識
啓
発

を
図
り
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
活
習
慣
病
予

防
を
目
的
と
す
る
特
定
健
康
診

査
や
胃
が
ん
を
は
じ
め
各
種
の

が
ん
検
診
を
行
う
ほ
か
、
必
要

な
方
に
は
積
極
的
支
援
・
動
機

づ
け
支
援
な
ど
の
保
健
指
導
を

継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
健
康
相
談
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　

女
性
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
、
特
定
年
齢
層
へ
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
に
加
え
、

過
去
の
未
利
用
者
へ
の
受
診
勧

奨
を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き
受

診
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
健
康
支
援
事
業

を
通
じ
て
、
乳
幼
児
の
疾
病
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
健

康
づ
く
り
と
子
育
て
支
援
機
能

を
包
括
し
た
赤
穂
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手
し 

ま
す
。

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨

年
12
月
に
西
播
磨
で
は
初
め
て

と
な
る
地
域
医
療
支
援
病
院
に

指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
さ
ら
に
、
診
療
所
な
ど
地

域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
診
療
体
制
に
つ
い
て

は
、
診
療
科
に
よ
っ
て
ば
ら
つ

き
は
あ
り
ま
す
が
、
医
師
数
は

若
干
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
ほ

か
、
修
学
資
金
の
貸
付
効
果
等

に
よ
り
看
護
師
も
増
員
が
図
れ

る
見
込
み
で
あ
り
、
地
域
の
中

核
病
院
と
し
て
一
層
の
充
実
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、
新
棟
建
設
や
最
新
医

療
機
器
の
導
入
な
ど
を
行
う

「
第
二
期
基
本
構
想
」に
つ
い
て

は
、
現
在
、
基
本
設
計
を
行
う

と
と
も
に
駐
車
場
の
立
体
化
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

引
き
続
き
実
施
設
計
を
進
め
、

建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
利
便
性
の
向
上
策
と
し

て
、
人
工
透
析
患
者
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
に
つ
い

て
は
、
施
設
利
用
者
の
安
全
・

安
心
対
策
及
び
今
後
の
事
業
拡

大
を
図
る
た
め
、施
設
の
増
築
・

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

台
風
や
地
震
・
津
波
な
ど
の

自
然
災
害
を
は
じ
め
、
新
型
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
、
子
ど
も
の
安

全
確
保
、
消
費
生
活
の
安
全
・

安
心
対
策
な
ど
、
日
常
生
活
に

お
け
る
安
全
・
安
心
に
対
す
る

市
民
の
関
心
が
一
段
と
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
更
な
る
防
災
行

動
力
の
向
上
を
目
指
し
、
地
域

の
皆
様
を
中
心
と
し
た
自
主
防

災
組
織
に
よ
る
防
災
総
合
訓
練

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
訓
練
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
昨
今
の
局
地
的
な
災
害
に

対
応
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無

線
の
整
備
に
合
わ
せ
、
気
象
観

測
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難

所
の
ト
イ
レ
用
水
を
確
保
す
る

た
め
、
小
学
校
に
井
戸
を
設
置

し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
対
策
と
し
て
、

住
宅
の
耐
震
化
が
有
効
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
簡
易
耐

震
診
断
推
進
事
業
を
行
う
ほ

か
、
新
た
に
戸
建
住
宅
の
建
て

替
え
や
防
災
ベ
ッ
ド
の
購
入
助

成
を
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
・

強
化
に
つ
い
て
は
、
赤
穂
消
防

署
の
高
規
格
救
急
車
の
更
新
、

通
信
指
令
設
備
の
更
新
な
ど
を

行
う
ほ
か
、
非
常
備
消
防
体
制

に
つ
い
て
は
、
第
14
分
団
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
、
第
４

分
団
詰
所
移
転
新
築
工
事
及
び

第
６
分
団
詰
所
改
修
工
事
並
び

に
団
員
の
活
動
環
境
の
整
備
と

安
全
確
保
に
必
要
な
装
備
品
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
危
険
箇
所
や
通
学
路

を
中
心
に
、
転
落
防
止
柵
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
、
交
通
安

全
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
に
よ
る
公
共
灯
の
設

置
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
特

に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

の
た
め
、
引
き
続
き
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
や
携

帯
メ
ー
ル
に
よ
る
保
護
者
へ
の

不
審
者
情
報
の
提
供
を
行
い 

ま
す
。

　

消
費
者
対
策
と
し
て
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

て
、
引
き
続
き
消
費
生
活
相
談

員
の
配
置
や
啓
発
講
演
会
の
開

催
な
ど
、
相
談
や
啓
発
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
消

費
者
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

消
費
生
活
向
上
に
向
け
た
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

生
活
の
安
全
・
安
心
の

確
保

　　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

す
る
中
、
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
」の

実
現
に
向
け
、
す
べ
て
の
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
福
祉
計
画

に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
協
議
会

等
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

総
合
的
な
福
祉
施
策
や
地
域
で

相
互
に
助
け
合
う
地
域
福
祉
活

動
を
推
進
す
る
ほ
か
、
施
設
整

備
と
し
て
、
引
き
続
き
市
道
の

段
差
解
消
や
赤
穂
城
跡
内
の
園

路
改
修
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

開
始
に
あ
た
り
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
、
す
こ
や
か
に
成
長
で
き
る

環
境
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
３
人
以
上
の
子

を
養
育
す
る
保
護
者
へ
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る「
第
３
子

い
き
い
き
子
育
て
応
援
事
業
」

や
、「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入

費
助
成
事
業
」を
創
設
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
育
所
・
幼
稚
園
を

利
用
さ
れ
る
保
護
者
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お

け
る
保
育
料
を
公
立
・
私
立
に

関
わ
ら
ず
、
現
行
よ
り
約
10
％

軽
減
す
る
と
と
も
に
、
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
対
象
学
年
を

小
学
６
年
生
ま
で
拡
大
す
る
ほ

か
、
延
長
保
育
、
一
時
預
か
り

事
業
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
や

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入

助
成
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　

母
子
家
庭
等
へ
の
支
援
策
と

し
て
は
、
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
な
ど
を
実
施
し
、
引
き
続

き
就
業
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、
障
が
い
者
福
祉
長
期
計
画

に
基
づ
き
、
体
系
的
に
推
進
す

る
ほ
か
、
介
護
給
付
や
訓
練
等

給
付
な
ど
の
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
地
域
生
活
支
援

事
業
と
し
て
の
理
解
促
進
研

修
・
啓
発
、
相
談
支
援
や
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
業

補
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
等
が
要
支
援
・
要
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ

り
、
介
護
予
防
事
業
を
推
進
す

る
ほ
か
、
認
知
症
カ
フ
ェ
推
進

事
業
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事

業
な
ど
の
地
域
支
援
事
業
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
高
齢
者
等
の
権
利
擁
護

を
推
進
す
る
た
め
の
市
民
後
見

人
養
成
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い

て
は
、急
速
な
高
齢
化
の
進
展
、

疾
病
構
造
の
変
化
や
医
療
技
術

の
高
度
化
等
に
よ
り
、
医
療
費

が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
中
、

特
定
健
康
診
査
等
事
業
の
実
施

に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
対

策
を
行
う
と
と
も
に
、
健
診
受

診
率
の
向
上
を
図
り
、
被
保
険

者
の
健
康
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
ま
で
に
お
け
る
要
介
護
認

定
者
数
及
び
各
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
数
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
の

推
計
に
基
づ
き
、
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
期
間
に
お
け
る

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
の
基

準
月
額
を
５
，１
０
０
円
と
し

て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、
保

険
料
の
徴
収
、
各
種
申
請
の
受

付
等
、
市
民
の
皆
様
の
窓
口
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
対
策
と
し
て

は
、
新
た
に
生
活
相
談
等
を
行

う
た
め
の
相
談
支
援
員
を
配
置

し
、
社
会
的
自
立
及
び
生
活
自

立
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
文
化
の
創
造
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
人
権
問

題
を
解
消
す
る
た
め
の
教
育
・

啓
発
活
動
に
取
り
組
み
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
、
す
べ
て
の
人

の
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
構

築
に
努
め
ま
す
。

安
全
・
安
心
に

生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

第
１
の
柱

お
も
い
や
り
に
満
ち
た

福
祉
社
会
の
構
築

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし 5本の柱ごとの主要施策

「人が輝き 自然と歴史・文化が薫るやさしいまち」を実現するための市政の５つ
の柱、「安全・安心に生活できるまち」「自然と共生する住みよいまち」「産業と交流
が盛んな活力あるまち」「生涯にわたり夢を育むまち」「市民と行政がともに歩むま
ち」に沿って順次ご紹介します。
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私
た
ち
は
、「
環
境
進
化
都

市
・
赤
穂
」の
実
現
に
向
け
、

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
、
持
続
可
能
な
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
活
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
貴
重

な
水
源
で
あ
る
千
種
川
水
系
の

水
質
調
査
地
点
を
追
加
し
、
環

境
監
視
体
制
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
市
民
の
皆
様
に
、
大
気
や

水
質
等
に
関
す
る
環
境
調
査
結

果
等
の
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、

新
た
に
環
境
情
報
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
積
極
的
な
情
報
提
供

や
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

福
浦
地
区
の
最
終
処
分
場
設

置
計
画
に
つ
い
て
は
、
去
る
２

月
７
日
に
、
自
治
会
連
合
会
等

の
団
体
が
参
加
す
る「
福
浦
地

区
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建

設
反
対 

赤
穂
市
民
の
会
」の
総

会
及
び
決
起
集
会
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら

「
建
設
反
対
」の
強
い
意
思
が
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
も
、
市
長
と
し
て
こ
の
計

画
に
は「
反
対
」で
あ
り
、
環
境
部

門
の
組
織
を
強
化
し
て
適
確
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、公
共
下
水
道
整
備
と
し
て
、

有
年
地
区
な
ど
に
お
け
る
土
地

区
画
整
理
地
内
の
雨
水
及
び
汚

水
管
渠
等
の
整
備
や
御
崎
ポ
ン

プ
場
の
改
築
工
事
、
下
水
管
理

セ
ン
タ
ー
電
気
設
備
の
更
新
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
特
定
環
境
保

全
下
水
道
整
備
と
し
て
、
中
継

ポ
ン
プ
場
の
老
朽
化
に
伴
う
設

備
更
新
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適

用
に
向
け
、
固
定
資
産
調
査
及

び
評
価
業
務
に
着
手
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
ほ
か
、

庁
舎
内
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

器
具
の
設
置
、
庁
用
車
等
へ
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
導
入
も
進

め
ま
す
。
ま
た
、
学
校
園
施
設

へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
な

ど
、
低
炭
素
社
会
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

　

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
３
年
計
画
の
最
終
年

次
と
し
て
、
ご
み
焼
却
施
設
及

び
粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
大
規

模
改
修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ご

み
処
理
の
広
域
化
の
方
向
性
に

つ
い
て
も
調
査
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
出
し
困
難
者
対

策
と
し
て
、
新
た
に「
訪
問
収

集
サ
ー
ビ
ス
」を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
資
源
ご
み

回
収
団
体
へ
の
助
成
等
を
行
う

ほ
か
、
施
設
管
理
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
美
化
セ
ン
タ
ー
に

資
源
ご
み
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

等
を
整
備
し
ま
す
。

　

住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
尾
崎
地
区
の
密
集
住
宅
市

街
地
整
備
促
進
事
業
、
塩
屋
地

区
の
地
域
住
宅
等
整
備
事
業
を

引
き
続
き
推
進
し
、
防
災
対
策

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

公
営
住
宅
の
環
境
整
備
と
し

て
は
、
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
塩
屋
団
地
及
び

塩
屋
西
団
地
の
施
設
整
備
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
危
険
空
き
家
等
の
適

正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
取

り
組
み
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
赤

穂
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ

き
、
事
業
を
着
実
に
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
安
全
で
良
質
な
水

を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た

め
、
新
た
に
北
野
中
浄
水
場
に

非
常
用
自
家
発
電
設
備
を
設
置

す
る
ほ
か
、
導
水
管
、
配
水
管

の
改
良
及
び
老
朽
配
水
池
の
更

新
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

都
市
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、赤
穂
城
跡
公
園
に
お
い
て
、

文
化
財
保
存
整
備
と
合
わ
せ
二

之
丸
庭
園
の
整
備
を
進
め
る
ほ

か
、
野
中
・
砂
子
公
園
の
用
地

取
得
や
赤
穂
城
南
緑
地
野
球
場

の
整
備
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備

に
向
け
て
の
実
施
設
計
な
ど
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
尾
崎
・
御
崎
地
区
都

市
再
生
整
備
事
業
に
お
い
て
、

５
カ
年
計
画
の
最
終
年
次
と
し

て
唐
船
山
及
び（
仮
称
）み
な
と

ひ
ろ
ば
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
坂
越
景
観
形
成
地

区
の
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
を
保

全
す
る
た
め
、
船
岡
公
園
の
石

積
み
改
修
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
有

年
原
、
有
年
牟
礼
、
有
年
横
尾

地
区
に
お
い
て
、
地
籍
調
査
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
有
年
地
区
、
野
中
・
砂

子
地
区
及
び
浜
市
地
区
に
お
い

て
、区
画
道
路
築
造
工
事
な
ど
、

事
業
の
進
捗
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
坂
越
駅
周
辺
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
坂
越
駅

周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備
事
業

を
実
施
し
、
併
せ
て
子
育
て
環

境
の
充
実
と
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
赤
穂
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
に
着
手

す
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
有
年
駅
周
辺

に
つ
い
て
も
、
有
年
駅
周
辺
地

区
都
市
再
生
整
備
事
業
を
継
続

実
施
し
ま
す
。

自
然
と
共
生
す
る

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

第
２
の
柱

自
然
と
共
生
す
る
ま
ち

の
形
成

魅
力
あ
る
都
市
空
間
の

形
成

質
の
高
い
都
市
機
能
の

整
備

安全・安心に生活できるまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

おもいやりに満ちた福祉社会を築く
①みんなで支え合う地域福祉を進める
・地域総合援護システム推進事業 ……165万円
・民間福祉活動活発化促進事業 ……374万円
・ユニバーサル社会づくり推進事業 ……68万円
・福祉のまちづくり推進事業 ……1,650万円
②子育てしやすい環境をつくる
・子育て支援事業 ……1億1,947万円
　  ★アフタースクール子ども育成事業
（3,754万円） ★アフタースクール整備事
業（5,520万円） ▽子育て家庭ショートステ
イ事業（16万円） ▽キンダースクール子ど
も育成事業（81万円） ▽絵本文庫整備事業
（12万円） ▽幼児２人同乗用自転車購入助
成事業（180万円） ▽子育て情報携帯システ
ム事業（66万円） ★チャイルドシート購入
費助成事業（100万円） ▽ファミリーサポー
トセンター事業（180万円） ▽保育所子育て
支援機能充実事業（14万円） ▽要保護児童
対策地域協議会推進事業（44万円） ▽出産
費助成事業（1,900万円） ★子育て啓発事業
（80万円）
★第３子いきいき子育て応援事業 ……1,300万円
　  ▽ 子育て応援商品券支給（出産祝金5万
円、小・中学校入学祝金各3万円）

・児童手当 ……8億2,350万円
・母親クラブ補助金 ……105万円
・母子家庭就業支援事業 ……362万円
★私立施設等教育・保育給付費 ……7,880万円
・保育所運営費（事業経費） ……4,032万円
・保育士確保対策事業 ……15万円
・多子世帯保育料軽減事業 ……86万円
・出会いの広場事業 ……40万円
・児童遊園地整備事業 ……370万円
・子育てバリアフリー化事業 ……90万円
・児童館整備事業 ……116万円
・保育所整備事業 ……495万円
★一時預かり所整備事業 ……210万円
　  ▽赤穂すこやかセンター内の一時預かり
事業における備品等整備

③障がい者が自立しやすい環境をつくる
・自立支援給付 ……8億3,030万円
　  ▽介護給付等支給事業（7億8,600万円） ▽障
害者（児）補装具給付事業（1,130万円） ▽自
立支援医療費支給事業（3,300万円）
・障害者（児）福祉推進事業 ……1,609万円
　  ▽経済援護事業（1,395万円） ▽日常生活
援護事業等（214万円）

・障害者地域生活支援事業 ……5,430万円
・心身障害児療育事業 ……978万円
　  ▽あしたば園事業（790万円） ▽西播磨療
育事業負担金（188万円）

・障がい者虐待防止対策支援事業 ……57万円
・障がい者スポーツ普及事業 ……60万円
・障がい者就労施設等支援事業 ……27万円
・軽・中度難聴児補聴器購入費等助成事業 ……20万円
・障害福祉サービス事業所整備事業 ……220万円
④高齢者が安心して暮らせる環境をつくる
・高齢者福祉対策事業 ……1,041万円
・介護支援事業 ……794万円

　   ▽ ヘルプサービス充実事業（306万円） ▽

生きがいデイサービス事業（450万円） ▽

介護サービス利用者負担軽減措置事業外
（38万円）
・高齢者住宅改造助成事業 ……809万円
・ねたきり老人等対策事業 ……25万円

・老人福祉センター利用促進事業 ……84万円
・在宅介護支援センター運営委託事業 ……560万円
・  ひとり暮らし老人等火災警報器購入助成事業 ……8万円
・敬老長寿ふれあい事業 ……964万円
・  高齢者を見守る支えるネットワーク推進事業 ……193万円
・介護老人保健施設整備事業 ……1億4,859万円
・介護保険事業
　保険給付サービス ……37億5,110万円
　  ▽ 介護サービス等（33億1,750万円） ▽ 介
護予防サービス等（1億8,930万円） ▽高額
介護サービス（7,690万円） ▽特定入所者介
護サービス等（1億6,740万円）

　地域支援事業 ……7,699万円
　  ▽介護予防事業（883万円） ▽包括的支援
事業（4,644万円） ▽任意事業（2,172万円）

　サービス事業 ……1,824万円
⑤社会保障制度を適切に運営する
・セーフティネット支援対策事業 ……67万円
・被保護者就労支援事業 ……274万円
・福祉医療費等助成制度の充実 ……4億1,011万円
　  ▽母子家庭等医療費（2,305万円） ▽乳幼
児等医療費（2億2,145万円） ▽老人医療費
（1,728万円） ▽重度障害者医療費（6,021
万円） ▽高齢重度障害者医療費（8,271万
円） ▽小児特定疾患医療費（120万円） ▽

未熟児養育医療費（421万円）
・他公費負担医療費助成事業 ……61万円
★生活困窮者自立支援事業 ……530万円
　  ▽相談支援員の設置、住居確保給付金の支給
⑥お互いが尊重し合えるまちをつくる
・人権啓発事業 ……139万円
・隣保館整備事業 ……60万円

保健・医療サービスを充実する
①生涯にわたる健康づくりを進める
・健康づくりの推進 ……540万円
・予防接種費助成事業 ……253万円
・新型インフルエンザ感染防止対策事業 ……[ 再掲80万円 ]
・母子保健対策の推進 ……843万円
　  ▽子育て応援隊活動事業（104万円） ▽育
児健康支援事業（169万円） ▽母子訪問指
導（68万円） ▽乳幼児健診（420万円） ▽

むし歯予防対策事業（83万円）
・健康増進対策の推進 ……9,914万円
　  ▽ 特定保健指導（情報提供、動機づけ支
援、積極的支援に区分して指導・664万
円） ▽健康診査（生活習慣病健診、女性の
がん検診外・9,160万円） ▽歯科健診（歯
周病健診・90万円）

・健康診査費等助成事業 ……3,872万円
　  ▽ 妊婦健康診査費（3,069万円） ▽ 産婦
健康診査費（80万円） ▽乳児健康診査費
（282万円） ▽特定不妊治療費（442万円）
・健康管理システム運用経費 ……555万円
・あこう食育推進事業 ……65万円
・赤穂すこやかセンター整備事業
 ……[ 再掲7億6,360万円 ]
　  ▽子育て支援活動センター等を併設した
保健福祉施設の整備

・国民健康保険税
　★課税限度額・税率の改正
　  ▽医療分・後期高齢者支援金分（負担軽減
を図るため、財政調整基金から1,300万円
繰入れ）

　  ▽介護納付金分（負担軽減を図るため、一
般会計から5,400万円繰入れ）

②安心できる地域医療体制をつくる
・休日急患診療委託料 ……378万円
・西播磨病院群輪番制運営委託事業 ……2,011万円
・市民病院整備事業 ……5億9,109万円
　  ▽第二期基本構想の推進　実施設計（5,616
万円） ▽ 施設整備・医療機器整備（5億
3,493万円）

生活の安全・安心を確保する
①災害に強いまちをつくる
・大規模災害対策用消防資材整備事業 ……120万円
・西播磨広域防災備蓄物資整備事業 ……100万円
・救援物資対策経費 ……55万円
・コミュニティ防災訓練経費 ……48万円
・防災総合訓練経費 ……100万円
・防災意識普及啓発事業 ……21万円
・被災者支援システム運営経費 ……23万円
・ひょうご防災ネットシステム運営経費 ……145万円
・地域防災計画改定事業 ……200万円
　 ▽地震・津波対策外
・耐震改修促進事業 ……495万円
　  ▽簡易耐震診断（120万円） ▽住宅耐震改
修助成（45万円） ★防災ベッド等設置費
補助（30万円） ★住宅建替工事費等補助
（300万円）
・新型インフルエンザ感染防止対策事業 ……80万円
・河川改修事業 ……1,400万円
　★折方川護岸改修工事外
・基幹水利施設ストックマネジメント事業
 ……[ 再掲5,025万円 ]
・農村地域防災減災事業 ……[ 再掲1,748万円 ]
・老朽ため池整備事業 ……[ 再掲240万円 ]
・治山事業 ……880万円
　 ▽周世地区外　
★里山防災林整備事業 ……205万円
　 ▽防災施設整備（東有年地区）
・急傾斜地崩壊対策事業 ……1,000万円
　 ▽目坂地区、有年横尾地区
・防災行政無線整備事業 ……2億9,394万円
★気象観測システム運営経費 ……129万円
　 ▽システム利用料　10地点
★避難所等防災施設整備事業 ……160万円
　  ▽避難所トイレ対策として各小学校に井
戸の設置

・耐震対策補強事業 ……[ 再掲6億3,150万円 ]
・幼稚園舎改築事業 ……[ 再掲15億9,800万円 ]
②消防・救急救助体制を充実する
・消防団員安全装備品整備事業 ……390万円
・救急業務高度化推進事業 ……943万円
・ＡＥＤ整備事業 ……306万円
・救助用装備整備事業 ……170万円
・消防施設整備事業 ……4億3,441万円
　  ▽消防ポンプ自動車（第14分団） ▽高規
格救急車（赤穂消防署） ▽通信指令設備
整備 ▽消防団詰所整備（第4分団詰所移
転新築工事外） ▽小型動力ポンプ整備事
業（有年原地区外）、消火栓設置

③交通安全・防犯意識を高める
・自主防犯活動推進事業 ……41万円
・暴力団対策事業補助金 ……98万円
・地域サポート安全対策事業 ……144万円
・交通安全施設等整備事業 ……965万円
・公共灯整備事業 ……330万円
④消費生活の安全を守る
・消費者行政活性化事業 ……297万円
・リサイクル運動推進事業 ……[ 再掲48万円］

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし
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産
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ん
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ま
ち
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く
り

第
３
の
柱

活
力
あ
る
産
業
の
形
成

自然と共生する住みよいまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

自然と共生するまちをつくる
①豊かな自然環境を保全する
・環境保全型農業支援事業
 ……[ 再掲64万円 ]
・山地緑化事業 ……795万円
　  ▽造林地保育事業（450万円） ▽遊歩道
保育事業（185万円） ▽遊歩道整備事業
（160万円）
・赤穂ふれあいの森整備事業 ……650万円
★環境林整備事業 ……400万円
　 ▽植生調査外（木津・目坂地区）
②さわやかな生活環境を保全する
・環境基本計画推進事業 ……630万円
・公共下水道事業 ……13億5,080万円
　  ▽汚水管渠整備外（有年土地区画整理
地区  Ａ =1.8ha 外） ▽雨水施設整備外
（御崎ポンプ場改築・電気設備更新工
事外） ▽設備更新外（下水管理センタ
ー電気設備更新工事外）

・特定環境保全公共下水道事業
 ……3,300万円
　  ▽汚水管渠整備 （公共ます改良工事外）

　   ▽ 設備更新（御崎地区中継ポンプ場機
械設備工事）

・農業集落排水事業 ……6,980万円
　  ▽維持管理（処理場８箇所、中継ポン
プ場30箇所）
　  ▽施設整備（有年原地区外機能診断調査）
　　平成27年度末水洗化率　　98.6％

③地球環境にやさしいまちをつくる
・  住宅用太陽エネルギー利用機器設置補
助事業 ……1,400万円
・資源ごみ集団回収奨励事業 ……900万円
・ごみ減量・資源化推進事業 ……100万円
・資源ごみ持ち去り防止対策事業 ……67万円
・  リサイクル運動推進事業（消費者協会
補助） ……48万円
・庁舎整備事業 ……850万円
・公共灯整備事業 ……[ 再掲280万円 ]
・太陽光パネル設置事業
 ……[ 再掲5,010万円］
★管理施設整備事業 ……1,500万円
　 ▽ストックヤード整備外
・ごみ処理施設整備事業 ……2億530万円
・不燃物最終処分場整備事業 ……720万円
　
魅力ある都市空間を形成する
①快適な住環境をつくる
・公営住宅環境整備事業 ……7,680万円
・密集住宅市街地整備促進事業
 ……[ 再掲1億1,770万円 ]
・地域住宅等整備事業
 ……[ 再掲4,224万円 ]
★空き家等対策事業 ……900万円
　 ▽危険空き家除却費補助外
・上水道の整備 ……9億9,752万円
②水とみどり豊かな都市環境をつくる
・赤穂城跡公園整備事業 ……6,900万円
・野中・砂子公園整備事業 ……1億310万円
・都市公園整備事業 ……1,440万円
・都市公園安全・安心対策事業
 ……2億2,790万円

・城南緑地施設整備事業 ……400万円
・尾崎・御崎地区都市再生整備事業
 ……1億6,060万円
③  自然・歴史・文化と調和した景観をつくる
・快適環境推進事業 ……42万円
★坂越景観形成地区施設改修事業
 ……600万円
　 ▽船岡公園外施設整備

質の高い都市機能を整備する
①土地の利活用を適正に進める
・都市計画デジタル図管理事業
 ……207万円
・都市計画基礎調査事業 ……100万円
・まちづくり支援事業 ……40万円
・地籍調査事業 ……1,865万円
②良好な市街地の整備を進める
・土地区画整理事業 ……5億443万円
　  ▽ 有年地区（55.0ha　区画道路築造工
事外＝3億3,800万円） ▽野中 ･ 砂子地
区（45.2ha　組合補助金外＝1億3,643
万円） ▽浜市地区（22.2ha　市助成金
＝3,000万円）

・坂越駅周辺地区都市再生整備事業
 ……10億160万円
　  ▽区画道路整備外 ▽赤穂すこやかセ
ンター整備
・有年駅周辺地区都市再生整備事業
 ……2億30万円
・密集住宅市街地整備促進事業
 ……1億1,770万円
・地域住宅等整備事業 ……4,224万円

平成27年度末（生活排水対策事業すべ
てを含む）
供用面積 1,577.2ha 人口普及率 99.5％

産業と交流が盛んな活力のあるまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

活力ある産業を形成する
①地域産業を振興する
★産業活性化支援事業 ……1,968万円
　 ▽住宅リフォーム助成　150件
・新規中高卒者雇用奨励金交付事業
 ……300万円
　 ▽   新規中高卒者の正規雇用１人あたり

12万円を支給
・企業誘致促進事業 ……120万円
・工場立地促進奨励金交付事業
 ……662万円
②商業の振興を図る
・商店街振興対策事業 ……109万円
・中心市街地にぎわいづくり事業
 ……900万円
　  ▽まるごとフェスタ事業補助 ▽加里
屋さんもく楽市事業補助 ▽赤穂情報
物産館開設事業補助 ▽市街地にぎわ
いづくり助成事業補助外
・商業活性化対策事業 ……100万円
・中小企業振興事業補助金 ……340万円
・中小企業経営安定資金融資預託金
 ……3億3,000万円
・中小企業経営安定資金利子補給
 ……100万円
・  中小企業経営安定資金融資信用保証料
助成 ……450万円

③地場産品を使った赤穂の魅力を創出する
・地産地消推進事業 ……164万円
・地場産業育成事業 ……70万円
④農業・漁業を活性化する
・水田利用振興事業 ……790万円
★野生動物対策事業 ……1,380万円
・環境保全型農業支援事業 ……64万円
・人・農地問題対策支援事業 ……589万円
・経営体育成支援事業 ……300万円
・新規就農総合支援事業 ……300万円
・農村地域活性化推進事業 ……100万円
・農地現状調査事業 ……160万円
・農地・水保全管理事業 ……4,268万円
・水産振興事業 ……586万円
　★漁業振興安定対策事業外
・土地改良事業補助 ……4,660万円
・農業用施設整備事業 ……1,620万円

・  基幹水利施設ストックマネジメント事業
 ……5,025万円
・農村地域防災減災事業 ……1,748万円
・高野排水機場整備事業 ……547万円
・土地改良施設維持管理適正化事業
 ……120万円
・漁港整備事業 ……830万円
　  ▽施設整備（380万円） ★簡易係留施設
整備（450万円）
⑤観光の振興を図る
・義士祭奉賛会補助金 ……2,446万円
　  ▽義士祭前夜祭事業（80万円） ▽忠臣
蔵交流物産市（270万円） ▽義士祭宣伝
事業外（996万円） ▽ 義士祭パレード
等事業（570万円） ▽義士祭観覧席設置
事業（230万円） ▽忠臣蔵ウイーク事業
（300万円）
・入湯税引当観光振興事業補助金
 ……1,939万円
・観光アクションプログラム推進事業
 ……1,557万円
　  ▽観光キャンペーン事業（214万円） ▽

観光協会事業補助（818万円） ▽観光イ
ベント等補助（374万円） ▽観光ボラン
ティアガイド育成事業（15万円） ▽観
光客おもてなし事業（20万円） ▽広域
観光推進事業（66万円） ▽ＪＲ赤穂線
沿線地域活性化連絡会議負担金（50万
円）

・海水浴場開設経費 ……20万円
・観光施設整備事業 ……1,050万円
⑥就労環境を充実する
・高年齢者就業機会確保事業 ……920万円
・雇用促進セミナー等事業 ……34万円
・勤労者住宅資金融資預託金
 ……4,800万円

多様な交流を推進する
①近隣市町村との広域連携を進める
・定住自立圏構想推進経費 ……530万円
②特色ある地域間交流を進める
★義士親善友好都市交流事業 ……487万円
　 ▽忠臣蔵サミット実行委員会補助金外
・文化交流事業 ……40万円
　 ▽地域間文化交流事業（西尾市外）

★姉妹都市交流事業 ……49万円
　 ▽山鹿市青少年音楽祭交流補助
③国際理解を深める
・国際交流推進事業 ……88万円
★グローバル化教育推進事業
 ……2,316万円
　  ▽ロッキングハム市への中学生、中学
校教員の派遣・交流 ▽外国人講師に
よる英語教育（小学校１名、中学校２
名） ▽国際理解サポーターの配置 ▽

ロッキングハム市　小学生作品交流
④定住を促進する
・定住支援推進事業 ……5,035万円
　  ▽転入者定住支援金 ▽新婚世帯家賃
助成

　  ★若者世帯住宅取得支援金外（20万円
相当分の定住応援商品券を支給し、中
学生以下の子どもがいる世帯には1人5
万円を加算）

・東京あこうのつどい開催経費
 ……240万円

交流基盤を整備する
①公共交通の利便性を確保する
・市内循環バス運行事業 ……1,130万円
・地域公共交通調査検討経費 ……32万円
②利便性の高い道路網を構築する　
・都市計画道路変更事業 ……300万円
・都市計画街路事業 ……1億1,900万円
・生活道路整備 ……4億4,360万円

地域情報化を推進する
①地域情報化を推進する
・高度情報化推進事業 ……1億2,100万円
・事務改善経費 ……2,350万円
・戸籍事務電算化事業 ……5,425万円
・市例規集情報化推進事業 ……970万円
・情報教育推進事業 ……7,710万円
・図書館情報化システム事業
 ……1,550万円
・議会情報化推進事業 ……336万円
・情報基盤整備事業 ……4,532万円

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし
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な
ど
、
障
が
い
の
特
性
に
応
じ

た
適
切
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
園

づ
く
り
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
、

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」推

進
事
業
、
環
境
体
験
事
業
や
中

学
生
地
域
貢
献
活
動
推
進
事
業

な
ど
を
通
し
て
、
地
域
と
の
絆

を
深
め
、
地
域
と
連
携
し
た
学

校
園
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
の
確
保
及
び

若
い
力
の
健
全
育
成
と
し
て

は
、
青
少
年
育
成
推
進
委
員
や

学
校
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
と
連
携

す
る
と
と
も
に
、
関
西
福
祉
大

学
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
こ
こ
ろ

の
教
室
相
談
員
の
配
置
に
よ
る

教
育
相
談
活
動
の
充
実
に
努
め 

ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
塩
屋

小
学
校
な
ど
４
小
学
校
及
び
赤

穂
中
学
校
な
ど
３
中
学
校
に
お

い
て
耐
震
対
策
補
強
工
事
を
実

施
す
る
ほ
か
、
赤
穂
幼
稚
園
な
ど

３
幼
稚
園
に
お
い
て
園
舎
改
築

工
事
を
行
い
、
大
規
模
地
震
へ
の

備
え
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
改
造
事
業
と

合
わ
せ
、
低
炭
素
社
会
実
現
に

向
け
た
取
組
と
し
て
、
御
崎
小

極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
義
士

祭
に
つ
い
て
も
、
市
民
と
一
体

と
な
っ
て
観
光
客
の
誘
致
に
努

め
ま
す
。

　

就
労
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保

事
業
へ
の
助
成
な
ど
を
行
い
、勤

労
者
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
東

備
西
播
定
住
自
立
圏
形
成
推
進

協
議
会
を
は
じ
め
、
西
播
磨
市

町
長
会
、
兵
庫
岡
山
両
県
境
隣

接
市
町
村
地
域
振
興
協
議
会
な

ど
を
通
じ
て
、
近
隣
市
町
村
と

の
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

　

な
お
、
姫
路
市
を
中
心
と
し

た「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
」へ

の
参
加
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
姫
路
市
と
の
連
携
協
約
の
締

結
に
向
け
て
協
議
し
て
い
き 

ま
す
。

　

地
域
間
交
流
に
つ
い
て
は
、

笠
間
市
及
び
山
鹿
市
と
の
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
を
通

じ
た
姉
妹
都
市
交
流
を
は
じ
め
、

全
国
の
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
自
治

体
と
の
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　

国
際
理
解
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
国
際
交
流
協
会
と
連
携
し

て
ロ
ッ
キ
ン
グ
ハ
ム
市
と
の
姉

妹
都
市
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
連
携
し
た
国
際

理
解
教
育
及
び
国
際
理
解
サ

ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
な
ど
を
実
施

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
教
育
を
推

進
し
、
地
域
の
国
際
化
に
努
め

ま
す
。

　

定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

「
若
者
世
帯
住
宅
取
得
支
援
事

業
」を
創
設
す
る
ほ
か
、
引
き

続
き
新
婚
世
帯
に
対
す
る
賃
貸

住
宅
家
賃
の
一
部
助
成
や
、「
転

入
者
定
住
支
援
金
」の
交
付
に

よ
る
定
住
の
促
進
と
市
内
経
済

の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
確
保
と
利
便
性

の
向
上
に
つ
い
て
は
、
市
内
循

環
バ
ス「
ゆ
ら
の
す
け
」と
圏
域

バ
ス「
て
い
じ
ゅ
う
ろ
う
」と
の

連
携
に
よ
る
運
行
を
行
う
ほ
か
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
地
域
の

実
情
に
あ
っ
た
交
通
体
系
に
つ

い
て
さ
ら
に
検
討
し
ま
す
。

　

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
磯
浜
橋
歩
道
橋
の
新
設
や

塩
屋
野
中
線
歩
道
改
良
工
事
の

実
施
設
計
の
ほ
か
、
都
市
計
画

道
路
の
整
備
と
し
て
、
赤
穂
大

橋
線
に
係
る
用
地
買
収
・
物
件

移
転
補
償
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
２
号
バ
イ
パ
ス

部
分
の
早
期
整
備
及
び
坂
越
大

橋
の
完
成
を
見
据
え
た
国
道

２
５
０
号
の
改
良
工
事
に
つ
い

て
、
国
、
県
に
引
き
続
き
要
請

し
、事
業
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

行
政
事
務
の
情
報
化
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
」が
平
成
27
年
10
月
か
ら
市

民
へ
の
番
号
通
知
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
個
人
情

報
の
よ
り
適
正
な
取
り
扱
い
に

よ
る
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
業
務
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
も
適
正
な
運
用
に
努
め
、

「
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
」の

公
表
な
ど
、
市
民
と
行
政
が
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
に
努
め 

ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
情
報

教
育
を
推
進
し
、
授
業
の
活
性

化
、
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
振
興
基
本
計
画（
赤
穂

教
育
プ
ラ
ン
）に
基
づ
き
、
総
合

的
・
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
幼
児
を
持
つ
家
庭
や
地
域

と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
、
幼
児
の「
生
き
る
力
」の
基

礎
を
育
み
、
一
人
ひ
と
り
の
発

達
や
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や

か
な
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

義
務
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
研
修
会
等
を
通
し
た
教
職

員
の
資
質
と
指
導
力
の
向
上
を

図
り
、
基
礎
的
・
基
本
的
内
容

を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
な
ど
、

学
力
向
上
を
め
ざ
す
教
育
活
動

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
体
験
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
勤

労
観
・
職
業
観
を
醸
成
し
、
将

来
へ
の
夢
や
希
望
を
育
む
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
推
進
に
取
り
組
む

ほ
か
、
人
権
教
育
・
道
徳
教
育

の
充
実
に
努
め
、
救
急
救
命
や

防
災
教
育
な
ど
を
通
じ
て
命
を

大
切
に
す
る
教
育
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
い
じ
め
問
題
を
含
め

た
非
行
防
止
の
た
め
の
施
策
と

し
て
は
、「
第
三
者
委
員
会
」最

終
提
言
の
実
現
と
、
市
内
中
学

校
生
徒
会
に
よ
る
主
体
的
活
動

へ
の
支
援
な
ど
、
地
域
全
体
で

取
り
組
み
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
特
別
支
援
教
育
指
導

補
助
員
を
増
員
配
置
す
る
ほ

か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

体
験
的
な
授
業
づ
く
り
の
実
践

多
様
な
交
流
の
推
進

交
流
基
盤
の
整
備

地
域
情
報
化
の
推
進

生
涯
に
わ
た
り

夢
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

第
４
の
柱

教
育
環
境
の
整
備

生涯にわたり夢を育むまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

教育環境を整える
①幼児・義務教育を充実する
★教育振興基本計画検討事業 ……67万円
　 ▽検討委員会開催外
・新教育課程研究推進事業外 ……146万円
・教育研究所経費 ……130万円
・コミュニティ・スクール推進事業
 ……38万円
・命を守る教育推進事業 ……47万円
・キャリア教育推進事業 ……210万円
・子どものちから応援事業 ……90万円
・心いきいき推進事業 ……980万円
・いじめ・暴力問題等防止対策推進事業
 ……229万円
★基礎学力向上推進事業 ……15万円
★グローバル化教育推進事業
 ……［再掲2,316万円］
・コンピュータＣＡＩ研究奨励事業
 ……221万円
・情報教育推進事業 ……［再掲7,710万円］
・地域サポート安全対策事業
 ……[ 再掲144万円 ]
・読書指導の振興と図書整備事業
 ……502万円
★新学習指導要領対応教材整備事業
 ……300万円
　 ▽新教科書対応の指導用準拠教材の購入
・幼稚園預かり保育事業 ……4,250万円
・幼稚園未就園児保育事業 ……46万円
・放課後子ども教室推進事業 ……245万円
・多子世帯保育料軽減事業 ……53万円
・学校給食モニタリング事業 ……23万円
・学校給食標語コンテスト開催経費
 ……20万円
★デジタルテレビ整備事業 ……565万円
・耐震対策補強事業 ……6億750万円
・大規模改造事業 ……4億5,990万円
・太陽光パネル設置事業 ……5,010万円
・坂越中学校整備事業 ……2,500万円
・幼稚園舎改築事業 ……15億9,800万円
・給食センター整備事業 ……1,920万円
②特別支援教育を充実する
・特別支援教育推進事業 ……1,908万円
　 ▽特別支援教育指導補助員配置事業

　 ▽特別支援教育振興事業
　★特別支援教育ＩＣＴ推進事業
・特別支援教育事業（8幼稚園）
 ……1,800万円
③信頼される学校園づくりを進める
・教育委員会だより発行事業 ……29万円
・「トライやる・ウィーク」推進事業
 ……352万円
・環境体験事業 ……175万円
・中学生地域貢献活動推進事業 ……40万円
④若い力を健全に育成する
・青少年健全育成推進事業 ……177万円

生涯学習・スポーツ活動を推進する
①生涯学習を充実する
・生涯学習推進専門員設置事業（１名）
 ……186万円
★子育て学習活動推進事業 ……462万円
　  ▽地域の子育て家庭に対する育児支援
（子育て講座外）
・公民館活動の充実 ……735万円
・高齢者にやさしい公民館づくり事業
 ……100万円
・図書館事業の普及 ……3,324万円
　★図書落下防止対策事業外
・公民館整備事業 ……1,980万円
・市民会館整備事業 ……930万円
・耐震対策補強事業 ……2,400万円
　 ▽耐震対策補強工事（尾崎公民館）
　 ▽実施設計（★市民会館）
②スポーツ活動を推進する
★耐震診断推進事業 ……1,400万円
　 ▽市民総合体育館
★非構造部材耐震対策 ……780万円
　 ▽   吊り天井対策調査点検　地区体育館
9館

・  市民総合体育館及び城南緑地運動施設
等管理委託金 ……6,780万円

・体育振興事業（体育協会補助金外）
 ……190万円
・スポーツ先進都市推進事業 ……330万円
・スポーツ推進計画促進事業 ……73万円
・忠臣蔵旗少年剣道大会（第27回）
 ……230万円

・近畿高等学校剣道選抜大会（第9回）
 ……100万円
・赤穂義士杯青少年柔道大会（第9回）
 ……100万円
・  赤穂義士旗争奪親善ゲートボール大会
（第20回） ……5万円
・坂越湾ヨットレース（第6回） ……10万円
・赤穂シティマラソン大会開催経費（第5回）
 ……1,800万円
・  赤穂市長旗争奪少年野球大会開催経費
（第2回） ……25万円
・体育施設整備事業 ……790万円
・野外活動センター整備事業 ……236万円
・尾崎・御崎地区都市再生整備事業
 ……[ 再掲1,909万円 ]

個性ある地域文化を創造する
①歴史・伝統文化を継承し活用する
・地域文化財調査事業 ……131万円
・市史等編さん事業 ……351万円
・文化財保存顕彰事業 ……20万円
・文化財普及活用事業 ……189万円
・文化財公開活用事業 ……470万円
★  赤穂城跡史跡土地買上事業
 ……1,635万円
　 ▽用地取得外
・赤穂城跡整備事業 ……2,900万円
・  赤穂城跡公園整備事業
 ……［再掲6,900万円］
・埋蔵文化財調査事業 ……780万円
・文化財施設整備事業 ……590万円
・民俗資料館整備事業 ……300万円
・歴史博物館整備事業 ……380万円
★海洋科学館整備事業 ……2,000万円
②文化芸術活動を推進する
・  文化会館自主事業助成（文化とみどり
財団補助） ……2,323万円
・赤穂国際音楽祭開催事業 ……1,700万円
・文化会館整備事業 ……850万円

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし
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近
年
、
市
民
の
市
政
へ
の
関

心
が
高
く
な
っ
て
い
る
中
、
市

民
と
行
政
だ
け
で
な
く
、
企
業

や
各
種
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学

等
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
政
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
、
個
人
情
報

保
護
条
例
や
情
報
公
開
条
例
の

適
正
な
運
用
に
努
め
る
と
と
も

に
、
様
々
な
情
報
媒
体
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、
市
民
と
行

政
が
情
報
を
共
有
し
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
、
審
議

会
等
の
委
員
の
市
民
公
募
な

ど
、
市
民
参
加
の
機
会
を
引
き

続
き
設
け
ま
す
。

　

行
政
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

は
、広
報
あ
こ
う
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
及
び
早
か
ご
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
積
極
的
に
活
用
し
、
広
報
機

能
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
開

か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た

め
、
私
や
職
員
が
率
先
し
て
地

域
に
出
向
い
て
、
直
接
市
民
の

皆
様
か
ら
の
意
見
を
聴
く
機
会

や
場
を
設
け
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
条
例
や
第
２
次
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
全
庁
的
な
取
組
を
総
合
的

に
展
開
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
個
性
を
生
か
し
た
、「
地
区
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」の
実
現

に
向
け
て
、
各
地
区
で
の
自
発

的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
引
き

続
き
支
援
し
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

多
様
化
、
高
度
化
し
、
増
大
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

行
動
力
を
身
に
付
け
、
地
域
の

諸
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
行

政
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
危
機
管
理
能
力
や
コ

ス
ト
意
識
と
経
営
感
覚
を
身
に

付
け
、
市
民
の
皆
様
に
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
職
員
の
能
力
と

業
績
を
重
視
し
た
人
事
評
価
制

度
の
平
成
28
年
度
導
入
に
向

け
、
職
員
研
修
等
を
行
い
人
材

育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
経
済
の
変
化
や

新
た
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、 

総
合
計
画
の
基

本
計
画
に
つ
い
て
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
」の
創
生
に
向
け
、
今
後

５
カ
年
の
地
方
版
総
合
戦
略
を

策
定
し
、
地
方
創
生
を
推
進
し

ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
厳
し
い

行
財
政
環
境
が
続
く
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様

と
協
働
し
て「
元
気
で
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
」を
目
指
し
て
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

市
民
と
の
協
働

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化

健
全
で
効
率
的
な
行
財

政
運
営

学
校
、
赤
穂
中
学
校
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
等

を
活
用
し
た
新
た
な
授
業
を
展

開
す
る
た
め
、小
学
校
に
続
き
、

中
学
校
の
教
室
に
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
を
設
置
し
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
や
各
地
区
公
民

館
を
拠
点
と
し
て
、
体
系
的
な

生
涯
学
習
の
場
を
提
供
す
る
た

め
、
子
ど
も
教
室
な
ど
の
各
種

講
座
を
引
き
続
き
開
催
す
る
ほ

か
、
シ
ニ
ア
世
代
の
知
識
と
経

験
を
活
用
す
る
た
め
、
新
た
に

リ
ー
ダ
ー
登
録
制
度
を
設
け
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
診
断
結

果
を
受
け
て
、
市
民
会
館
耐
震

対
策
補
強
工
事
に
向
け
て
実
施

設
計
を
行
う
ほ
か
、
尾
崎
公
民

館
耐
震
対
策
補
強
工
事
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　

子
育
て
学
習
活
動
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
指
導
員
を
増
員

し
て
、
子
育
て
悩
み
相
談
や
子

育
て
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
図
る

ほ
か
、
各
地
区
公
民
館
で
の
子

育
て
出
前
講
座
を
継
続
実
施
し

ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
に
基
づ

き
、絵
本
講
座
、ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
な
ど
の
読
書
活
動
事
業

を
引
き
続
き
実
施
し
、
子
ど
も

の
読
書
環
境
の
整
備
に
努
め
る

ほ
か
、
ブ
ッ
ク
宅
配
サ
ー
ビ
ス

の
継
続
実
施
や
電
子
書
籍
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
な
お
、安
全
・

安
心
な
読
書
環
境
の
整
備
と
し

て
、
新
た
に
図
書
落
下
防
止
の

対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

を
契
機
に
、
新
た
に
整
備
さ
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
を
は
じ
め
、
恵
ま

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
最
大
限

に
生
か
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
効

率
的
・
効
果
的
に
実
施
し
、
ス

ポ
ー
ツ
先
進
都
市
の
実
現
を
目

指
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と

機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
体
育
協
会
、
関
係

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
協
力
を
得

て
、
市
民
総
合
体
育
祭
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
開
催
な
ど
を
支
援
す
る
ほ

か
、地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

交
流
機
会
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
市
長
旗
争
奪
少
年
野
球
大

会
を
引
き
続
き
開
催
す
る
ほ

か
、
忠
臣
蔵
旗
少
年
剣
道
大
会

や
赤
穂
義
士
杯
青
少
年
柔
道
大

会
な
ど
を
継
続
実
施
す
る
と
と

も
に
、
第
５
回
赤
穂
シ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
や
坂
越
湾
ヨ
ッ
ト

レ
ー
ス
、
義
士
旗
争
奪
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
な
ど
の
広
域
大
会

を
開
催
し
て
、
赤
穂
の
魅
力
と

活
気
あ
ふ
れ
る
忠
臣
蔵
の
ふ
る

さ
と
播
州
赤
穂
を
全
国
に
発
信

す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
総
合
体
育
館

な
ど
の
施
設
整
備
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
地
区
体
育

館
９
館
の
非
構
造
部
材
耐
震
化

に
係
る
調
査
及
び
市
民
総
合
体

育
館
の
耐
震
診
断
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

歴
史
資
源
の
保
全
・
整
備
に

つ
い
て
は
、
文
化
財
保
存
整
備

事
業
と
し
て
、
引
き
続
き
赤
穂

城
跡
の
二
之
丸
石
垣
の
整
備
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
史
跡
土
地
買

い
上
げ
と
し
て
、
指
定
地
内
民

有
地
の
取
得
を
進
め
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い

て
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調

査
や
地
域
文
化
財
調
査
、
文
化

財
顕
彰
事
業
の
ほ
か
、
有
年
考

古
館
に
お
い
て
引
き
続
き
特
別

展
や
企
画
展
を
開
催
す
る
な

ど
、
積
極
的
な
公
開
と
活
用
に

努
め
ま
す
。

　

芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
文
化
会
館
は
、
市

民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

広
く
利
用
さ
れ
交
流
の
場
と

な
る
よ
う
運
営
に
努
め
ま
す
。

鑑
賞
事
業
と
し
て
は
、
Ｍ
ａ

ｙ 

Ｊ
．
ス
プ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

２
０
１
５
、
松
竹
大
歌
舞
伎
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
参
加

型
事
業
と
し
て
は
、
フ
ェ
ス

タ
・
ア
ル
モ
ニ
カ
・
イ
ン
・
ア

コ
ウ
や
、
ぶ
ら
っ
と
フ
ラ
ッ
ト

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
実
施
す
る

ほ
か
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
教
室
や
吹
奏
楽
教
室
を

引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
市
民
文
化
祭
や
美
術

展
、
観
月
会
な
ど
を
開
催
す
る

ほ
か
、
児
童
合
唱
団
、
勤
労
者

芸
術
文
化
振
興
事
業
な
ど
の
市

民
の
芸
術
文
化
活
動
に
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進

個
性
あ
る
地
域
文
化
の

創
造

市
民
と
行
政
が

と
も
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り

第
５
の
柱

市民と行政がともに歩むまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

市民との協働を推進する
①開かれた市政を推進する
・高等教育機関連携推進事業
 ……20万円
②市民と行政の情報共有化を進める
★広報の充実 ……1,202万円
　 ▽市政ニュース発行経費外
・情報公開・個人情報保護推進経費
 ……54万円
・ホームページ運営経費 ……378万円
・  窓口発ふるさと赤穂ＰＲ事業
 ……20万円
③男女共同参画社会を築く
・  男女共同参画社会づくり推進事業
 ……208万円

多様なコミュニティ活動を活性化する
①  多様なコミュニティ活動を活性化
する

・  まちづくり振興協会補助金
 ……2,680万円
・  地区まちづくり支援事業
 ……778万円
・集会施設設置事業 ……1,367万円
・コミュニティセンター等整備事業
 ……85万円

健全で効率的な行財政運営を行う
①健全で効率的な行財政運営を行う
・  高度情報化推進事業
 ……［再掲1億2,100万円］
・事務改善経費 ……［再掲2,350万円］

・  戸籍事務電算化事業
 ……［再掲5,425円］
・  市例規集情報化推進事業
 ……［再掲970万円］
・  情報基盤整備事業
 ……［再掲4,532万円］
・  固定資産評価資料作成事業
 ……1,600万円
・徴収対策事業 ……1,095万円
・入札事務改善経費 ……154万円
・行政評価推進事業 ……34万円
★  ふるさとづくり寄付金推進事業
 ……124万円
　 ▽ふるさとづくり寄付金特産品外
★  公共施設等総合管理計画策定事業
 ……1,700万円
　 ▽固定資産台帳システム導入経費外
★総合計画（基本計画）見直し事業
 ……590万円
　 ▽   基本計画見直し検討委員会開催経

費外
★地方版総合戦略策定事業
 ……1,000万円
　 ▽総合戦略策定経費
★兵庫県議会議員選挙 ……1,440万円
　 ▽平成27年6月10日　任期満了

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし
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幼稚園舎改築事業
事業費 15億9,800万円
　国庫支出金 2億1,419万円
　市債 10億7,060万円
　一般財源 3億1,321万円

　健康づくりと子育て支援機能を備えた保健・福祉の総合拠点
施設『赤穂すこやかセンター』の建設に着手し、子育て環境の
一層の充実を図ります。

事業費 7億6,360万円
　国庫支出金 9,790万円
　市債 5億5,750万円
　一般財源ほか 1億820万円

防災行政無線整備事業

　地震、津波、風水害等の自然災害から市民の生命、身体及び
財産を守るため、引き続き防災行政無線整備を推進し、迅速・
的確な情報伝達体制の整備を図ります。

事業費 2億9,394万円
　国庫支出金 1億4,671万円
　市債 1億3,200万円
　一般財源 1,523万円

定住支援推進事業

　市内に住宅を取得する若者
世帯への支援制度を創設し、
転入世帯への住宅取得支援、新婚世帯への賃貸住宅家賃助成を
継続実施することで、定住促進と地域活性化を図ります。

事業費 5,035万円
　一般財源 5,035万円

　赤穂海浜スポーツセンターの供用開始のほか、（仮称）みな
とひろばや唐船山遊歩道等の整備を進め、赤穂海浜公園を核と
したスポーツ・レクリエーション拠点としての機能向上を図り
ます。

事業費 1億6,060万円
　国庫支出金 5,150万円
　市債 7,640万円
　一般財源ほか 3,270万円

アフタースクール子ども育成事業

　対象学年を「小学校１年生～３年生」から「１年生～６年生」
に広げるとともに、定員も増員し、子育て家庭への支援拡充を
行います。

事業費 3,754万円
　国庫支出金 669万円
　県支出金 669万円
　一般財源ほか 2,416万円

第３子いきいき子育て応援事業
事業費 1,300万円
　一般財源 1,300万円

赤穂すこやかセンター整備事業

　３人以上の子ども
を養育する保護者
に、出産祝金並びに
小・中学校の入学祝
金を支給することに
より、子育て家庭の
経済的負担を軽減
し、子育て支援の充
実を図ります。

尾崎・御崎地区都市再生整備事業

　わたくしたちの赤穂市は、播磨灘と千種川の清流にはぐくまれ、古い
歴史と伝統をもつ、義士発祥のまちです。
　このまちを愛するわたくしたちは、誇りと責任をもち、自然と調和のある豊
かで希望にみちたふるさとづくりをめざし、ここに市民憲章を定めます。

１．自然と歴史を大切にし、美しいまちをきずきます。
１．教養を高め、文化の向上につとめます。
１．健康で働き、明るい家庭をつくります。
１．互いに助け合い、愛の輪をひろげます。
１．きまりを守り、秩序ある生活をおくります。

市 民 憲 章

　地震等の自然災害から子どもたちを守るため、耐震補強が困
難な赤穂・塩屋・尾崎幼稚園舎の改築工事に着手し、耐震化を
推進します。


